
（仮称）横浜環状北西線の 
「計画のたたき台」を公表します 

－記者発表資料－

おおむねのルート・構造等を示した「計画のたたき台」を公表します 

「計画のたたき台」の主なポイント 

  横浜市と国土交通省及び首都高速道路公団は、ＰＩ※（パブリック・インボルブメント）手法を導入し
（仮称）横浜環状北西線の計画を検討しています。 
　今回、より具体的な情報を提供し、市民等のみなさまからより具体的なご意見を伺う等のための
素材として、「計画のたたき台」を公表します。 

　「計画のたたき台」について、パンフレットやホームページをはじめとする多様な手段で市民等の
みなさまに幅広くお知らせするとともに、「オープンハウス」等を積極的に開催し、幅広くご意見を
伺ってまいります。 
　その後、寄せられたご意見を踏まえ「概略計画」をとりまとめます。 

■ ルート・構造の設定の考え方 
これまでにいただいた、市民等のみなさまのご意見を踏まえて、周辺地域への影響を少なくし、費用を
安くするという観点からおおむねのルート・構造を設定しました。

■ 想定される効果について 
（仮称）横浜環状北西線の整備により、市北西部と横浜都心・湾岸エリアの連絡が強化されます。
例えば、たまプラーザ駅⇔羽田空港のシャトルバスは、現在、横浜都心部を経由し所要時間が50～
90分かかっていますが、北西線を利用することにより30分台に短縮され、かつ定時性が確保されます。

～みなさまのご意見をお寄せ下さい～ 
 

※PIとは、計画づくりの初期の段階から市民等のみなさまに情報提供しながら広くご意見を聴き、それらを計画づくりに反映させていく取り組み。
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「計画のたたき台」 
 のポイント 

（仮 称）横 浜 環 状 北 西 線  

1．おおむねのルート・構造等について 

● 周辺地域への影響を少なくするということから、 
 現在の土地利用状況を踏まえ、市街地を避け、また、地形の特性を生かし、トンネル区間を設けました。 

● 費用を安くするということから、 
 道路延長を短くしました。 

※想定される道路延長はおおむね7km、うちトンネル区間は約3kmです。 
※想定される車線数は片側2車線です。 

オープンハウスやアンケート等でこれまでいただいたご意見をもとに、 
ルート・構造を設定しました。 

（仮称）横浜環状北西線は、東名高速エリ
アと湾岸エリアを現在事業中の横浜環状北
線とともに、自動車専用道路で結ぶ構想です。 

ご意見を 
お寄せ 
ください 
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2．想定される効果について 
（仮称）横浜環状北西線は、現在事業中の横浜環状北線とあわせ、 
多様な効果が期待されます。 

市北西部と 

横浜都心・湾岸エリア 

の連絡が 

強化されます 

例えば、たまプラーザ駅⇔羽田空港間のシャトルバスは、現在、

横浜都心部を経由し所要時間が50～90分かかっています

が、北西線を利用することにより30分台に短縮され、かつ定

時性が確保されます。 

東名高速と 

湾岸エリアを結ぶ 

ネットワークが 

充実します 

現在、東名高速と湾岸エリアの連絡は保土ヶ谷バイパスが

単独で担っていますが、北西線・北線が整備されることによ

り、東名高速と湾岸エリアのアクセスが更に強化されます。 

 

横浜港から 

日本各地への 

物流がスムーズ 

になります 

港の背後圏である首都圏や東日本とのアクセスをさらに向

上させ、港を取り巻く道路ネットワークが一段と充実します。 

京浜臨海部の 

再編整備の 

促進に 

寄与します 

内陸部の拠点や国土軸である東名高速との連絡強化を通

じて、京浜臨海部の再編整備に寄与します。 
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● オープンハウス 
 ４月24日（土）から５月22日（土）にかけ、市内の７箇所の小学校で開催を予定しています。 

● 地域住民からご意見を聴く会等 
 （仮称）横浜環状北西線周辺の地域住民のみなさまからご意見をお聴きする会を開催します。 
 

● ホームページ 
 ホームページで情報を提供します。メール等でご意見をお寄せいただけます。 
 http:/ /www.yokohama-nwline.jp/ 
 

● パンフレット「計画のたたき台」 
 「計画のたたき台」は最下段囲み内の各窓口等で提供するとともに、ホームページからもダウンロード 
 できます。また、添付したハガキでご意見をお寄せいただけます。 
 

● 広報紙「であい道」 
 横浜市全域約150万世帯に配布します。また、パンフレット同様に各窓口等にて提供します。 
 

● 資料送付希望者への情報提供 
 資料等の送付を希望されたみなさまへ、パンフレット等を送付します。 
 

● 電話及びFAX 
 電話・FAXにより、ご意見を受け付けます。 

国土交通省 関東地方整備局  
横浜国道事務所 調査第一課 
専用フリーダイヤル： 
0120-875-805（FAX兼用） 
 

横浜市 道路局  
横浜環状道路調整部 事業調整課 
TEL：045-671-2735 
FAX：045-662-3945

首都高速道路公団  
計画部 第二計画課 
TEL：03-3539-9389 
FAX：03-3502-2412

パンフレット「計画のたたき台」提供窓口 

横浜市役所市民情報センター、横浜市各区役所総合案内窓口、 
国土交通省横浜国道事務所、神奈川県庁県政情報センター、 
県内サービスエリア（SA）、パーキングエリア（PA）等にて提供します。 

3．今後のPI手法について 

開催日 開催時間 　開催場所 

4月24日（土） 10:00～17:00 横浜市立都田小学校　コミュニティハウス研修室（都筑区池辺町2831）

4月28日（水） 18:00～20:00 横浜市立川和東小学校　体育館（都筑区富士見が丘21-2）

5月9日（日） 10:00～17:00 横浜市立谷本小学校　体育館（青葉区藤が丘1-55-10）

5月12日（水） 16:30～20:00 横浜市立都田西小学校　体育館（都筑区池辺町2452-1）

5月15日（土） 10:00～17:00 横浜市立川和小学校　コミュニティハウス研修室（都筑区川和町1463）

5月19日（水） 16:30～20:00 横浜市立東市ヶ尾小学校　体育館（青葉区市ケ尾町519）

5月22日（土） 10:00～17:00 横浜市立山下みどり台小学校（4月1日開校）　コミュニティハウス研修室  （緑区北八朔町2031-3）

さまざまな手法を活用し、情報提供と意見把握を行います。 




